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Abstract： The 　purpose 　of 　this　study 　was 　to　investigate　strategies 　for　preventing　heat　disorders　in　the 　elderly ．

Data 　on 　the 　thermal 　environment 　were 　collected 　auto 皿 aticaly 　by　thermal 　recording 　deVices，　 and 　data　on

thermal 　sensation ，　thermal 　comfort ，　room 　temperature 　evaluation ，　and 　acceptability 　were 　collected 　from 　12

young 　and 　12 　elderly 　indiViduals　during　daily　life　in　the　summer （20120r 　2013）．　Regarding　the　physiological
responses ，　skin 　temperature 　data （chest ，　f（〕rearm ，　thigh，　and 　shin ）were 　coHected 　from　all 　subjects ．　The 　mean

ambient 　temperature　of 　the　elderly 　subjects 　was 　31．5°C　at 　relaxation ，　which 　was 　approxima 七ely 　2°C　higher

than 　that　of　young 　individuals．　Moreover，　wet ・bulb　globe　temperate 　values 　of 皿 ore 　than　28°C　 accounted 　f（〕r

approXimately 　50％．　Under 　high　ambient 　temperature ，　the 　shin 　skin 　temperature 　tended 　to　remain 　low　in

some 　elderly 　subjects ； thus，　 a 　 dechne　 in　 the　 regulation 　 of　 body　 temperature 　 ability 　 was 　 confirmed ．

Appropriate　 environmental 　 control 　 behavior，　 including　 using 　 air
−
conditioning 　 and 　 clothing 　 insulation

adjustment ，　is　needed 　in　elderly 　individuals．

Key　words ： elderly ，　themlal 　environment ，　skin 　temperature ，　da三ly　life

要旨 ： 高齢者 の 熱中 症予 防に 向 け た住 環 境や 住 ま い 方、日常 生活 習慣 の 課 題 を把 握 す る た め、2012 年 、2013 年

夏期 に 日 常 生活 環境 下 に お け る 実態 調査 を行 っ た。高 齢 者、若齢者各 12名 を被験者 と し、人 体周 囲温 湿 度、皮膚

温 （胸 ・腕 ・大腿 ・下 腿 ） を 自動 計測 す る と と も に、温 冷感 ・
快適 感

・室 温 評価
・
許容度 の 申告 を得 た。くつ ろ

ぎ 時 の 人 体周 囲温 度平均 値 は、高齢者 が約 31，5℃ と若齢者 に 比 べ て 約 2℃ 高く、WBGT 値 28℃ 以 上 が約 50％ を

占め て い た。高齢者 の 下 腿皮膚温 は 高温環境 下 で 他 の 部位 よ り低 く維 持 され る事例 が あ り、体 温調 節 能 の 低 下 が

うか が え た。エ ア コ ン 使 用 だ け で な く、着 衣 調 整 を含 め た適 切 な環境調節行 動 を促 す工 夫 が 求 め られ る。

キー
ワ
ード ： 高齢者、温 熱環境、皮膚温 、目常生 活

　　　　　　　　　1 ．は じめ に

　既 報 （東 ら 2013 ） で は、夏 期 の 日 常生 活 環 境 にお け

る 高齢男性 と若齢男性 の 周囲温 と皮膚 温、活 動量 の 実

態に つ い て 報 告 し た 。 室 内 にお け る 高齢 者 の 熱 中症 が

多 く報告 され て い るた め、本報 で は 女性被験者を追加

し、室内で の くつ ろ ぎ時、睡 眠 時に お け る温 熱環境に

着 目 し、周囲 温 と皮膚温 の 測定結果 を 中心 に 報 告す る。

　　　　　　　　　　2 ．方法

2．1調査項 目 。方法 ・時期

　既報と同 様、人 体周 囲 温 湿 度、皮膚温 4 点 （胸 ・腕 ・

大 腿 ・下 腿 ） をサーモ レ コ
ーダー

に よ り 2 分 間 隔 で 3

日間 自動 計 測 した 。 生 活 行 動 記 録 と主 観的温冷感 申告

は 測定 期間の な か で 適宜 申告 し て もらい 、着衣 の 申告

も依頼 し た。調 査は 2012年、2013 年夏期 に実施 した。

2．2 被験者

　奈良市 シ ル バ ー人 材 セ ン ターに 登 録 して い る健 康 な

65歳以上 の 男女各 6 名 （男性 72± 55歳、女性 71± 3．4

歳）、お よび 対 照 と して 関 西 の 大学に 通 う健 康な 男 女学

生 各 6 名 （男性 22± L2 歳、女性 22± 0歳） とし た。

147
N 工工

一Electronlc 　Llbrary 　



Japanese Society of Human-Environment System 

NII-Electronic Library Service 

Japar ユese 　 Soclety 　 of 　 Human −En ▽ lronment 　 System

　　　　　　　 3 ．結果お よび考察

3．1 着衣量

　測定中 日 の 平 均着衣 量 は 、高齢男性 が 昼 0．55clo、夜

0．30clo、高齢女性 は昼 0．36clo、夜 0．32clQ、若齢 男

性 は 昼 0．40clo 、夜 O．　23clo 、若齢女性 が 昼 O．30clQ 、

夜 0．24cloで 、高齢者 の ほ うが 着衣量 は や や 多 か っ た。

3．2 くつ ろ ぎ時 、 睡 眠 時の 人体周 囲 温 湿 度 ・冊 GT 値

　測定中 日の くつ ろ ぎ時、睡眠時 の 人体周囲温 湿 度 と

WBGT 値 の 結果 を 図 1 に示 す。高 齢 者 の くつ ろ ぎ時の 平

均周 囲 温 は若齢者 よ り約 2℃ 高 く、住宅 熱環 境評価基 準

（25± 2℃ ） よ り大幅 に 高 い 環 境 で あ っ た。ま た、くっ

ろ ぎ時 の WBGT 値は、高 齢者 は約 50％ が 厳 重 警戒 （日本

生気象学会 目常生活 に お ける熱中症予 防指針 Ver．3）以

上 で あ っ た （図 2 ）。エ ア コ ン 使 用 に は個人 差 が あ っ た

が 、高齢者の 使用 時 間 は 短 く、使用 時 に 高 め の 周囲温

に維持 され て い る事 例 が散 見 され る
一

方 、若 齢 者 は未

使用時に お い て も周囲温 が極端 に 高い 事例 は なか っ た。

3．3 皮膚温 と温冷感申告

　 室 内 に お け る平 均 皮 膚温 は、高齢 者、若齢者 と も に

中性 の 温 冷感、快適感 を得 る とい われ る約 34℃ で 、く

つ ろ ぎ時、睡 眠 時 に差 は な か っ た。くつ ろ ぎ時 の 皮 膚

温 測定結果 を エ ア コ ン 使用 の 有無別 に 平均 と標準偏差

を求 め、高齢 女 性 （EW3）、若 齢 女性 （YW6）、高 齢 男性

（EM1）、若齢男性 （YMI）の 事 例 を図 3 に 示 す。エ ア コ

ン 未 使 用 時の 高 齢者の 平 均周 囲 温 は約 32−33℃ と高く、

部位間の 温度差は 小さか っ た。エ ア コ ン 未使用 時 の 若

齢女 性 は、皮膚血管拡張 に よ り末梢部で あ る腕や 下腿

の 皮膚温 が 高 か っ た が 、高 齢者 の 下腿 皮膚温 は 他 の 部

位 よ りやや低 く維持 され て い た。エ ア コ ン 使 用 時 の 高

齢男 性 の 平 均周 囲 温 は 約 30℃ と高め で あ るが、下腿 だ

けで な く大 腿 皮 膚温 も低 下 して い た。一
方、若齢男性

は 末 梢 部 の み が 低下 し、躯幹部は 34℃ に 維 持 され て い

た。皮 膚温 の 経 時 変 動 の 測 定 結 果 に お い て は、周 囲温

が 変動す る場合 に 高齢者は 胸部皮膚温が 連動す る傾向

が あ っ た。高齢 女 性 （n＝5＞ と若齢女 性 （n ＝6） の くつ

ろ ぎ時の 平 均皮膚温 と温 冷感 申告 （
−4〜＋ 4 の 9 毀 階）

との 関 係 を 図 4 に 示 す。若 齢 者 、高齢 者 と もに 平 均 皮

膚温 の 上 昇 に 伴 い 温 冷感を暑い 側 に 申告 し て い た が 、

高齢者 は や や ば らつ きが 大 き い 傾 向 が み られ た。

　　　　　　　　　 4 ．ま と め

　高齢者 は 高温 環 境 で 過 ごす時 間 が長 く、エ ア コ ン 未

使用で くつ ろ ぐ時は、WBGT 値 28℃ 以上 が 60−7G％ を 占

め た。周 囲 温 の 変動 に 対 す る皮膚温 変動 は、胸部で 大

きく下 腿で 小 さ く、佐 々 ら （2012＞の 報告 と同様 、下 半

身 の 体温 調節能 の 低 下 が うか が え た。加 齢 に 伴い 発 汗

機能 も低下 す る ため、エ ア コ ン の 使用法、着衣調整 を

含 め た適切 な環境調節行 動 を促 す 工夫 が求 め られ る。
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図 2　 〈つ ろ ぎ 時 ・睡 眠 時 の WBGT値 割 合
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